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【売上高】
連結除外（シーエーシーナレッジ）の影響はあるものの、中核企業のCAC
およびCACクロアの大幅な増収増益により増加

【売上総利益】
売上の増加に伴って伸長
販管費は若干圧縮（前年同期比▲5.3％）

【営業利益】
CACクロア、およびCACの増収により増益
また、国内ITのCACでは稼働率の向上なども有

【特別利益】
CACクロアの売却益（2.7億円）を計上

【受注高】
売上高同様、 CACおよびCACクロアの大幅な伸びにより38％の増加

【受注残高】
※CACクロアの譲渡に伴い、2020年の数値はCACクロアの数値を
除いた形で掲載している

国内ITが大幅に増加していて、結果的に前年同期比18.5％増となった。
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【売上高】
全てのセグメントで増収
特にCROが大幅に増加したことにより、国内IT：海外IT：CROの構成比が
６：２：２と若干ではあるが変化した

【セグメント利益】
海外ITが若干減少も国内ITとCROが増収に伴う増益であったため、
全体的としては大きく増加した



【受注高】
国内ITとCROが大幅に増加（海外ITも増加）

【受注残高】
海外ITは微増だが国内ITでCACの好調により増加





【受注高・受注残高】
製薬向けの大型案件により大幅増加

【売上高】
連結除外の影響はあるものの、CACで製薬向けの売上が大きく伸びたこと、
地銀向けの大型案件や産業向けの中型から大型の案件がいくつかとれた
ことで、全業種で増収となるなど堅調に推移

【セグメント利益】
売上に伴い大幅に増加

【利益率】
利益構造も改善、技術者の稼働率の向上も寄与



【受注高】
インドやインドネシア子会社の情報・通信向け事業が伸長し、増加

【売上高・セグメント利益】
微増となったものの、セグメント利益については、インドネシア子会社の

利益が前年同期は第1四半期に偏重していたことなどから反動を受けて微減

【受注残高】
前年並み



CRO事業を行うCACクロアは本年6月末で売却済だが、
第2四半期（2021年1月～6月）までの業績が今期の当社連結に計上されている

【受注高】
特需のため、大幅に伸長

【売上高】
ワクチン関連の特需があり大幅増

【セグメント利益】
売上げの伸びに加え、前年度から行っていた事業構造改革が奏功し、
大幅増益





【譲渡の概要】
・4月27日に開示済、CACクロアをイーピーエース株式会社へ譲渡
・売却価格は30億円、6月30日に譲渡完了

【譲渡理由】
経営資源をコアICTのDX推進に集中させるため。選択と集中という選択をした。
CRO事業は業界の厳しい事業環境があり、CRO事業は今期は特需で大きく伸ばしているが、
過去2年間は営業赤字となり、苦戦していた。
CROはスケールが効く業界であるが、CACクロアは中途半端なサイズだった。立て直す
には相当な経営資源を投入しないといけないことが取締役会で議論を重ねるうえで
わかってきた。それを鑑みて経営資源はDXに集中すべきという決断をした。

【特別利益について】
売却価格が30億円で、そこからクロアの売却時の純資産と手数料を引いた額2.7億円を
特別利益として計上した。



【DX進捗状況】

✔ 中期経営戦略の目標値としてIT事業の連結売上高に占めるデジタル案件比率を
2021年の今年度は50％を目指している。

✔ 今期（2021年）は上期のIT事業連結売上高に占める割合は42％と進捗している。
これは国内ITが好調であることが理由で引き続きDXに力を入れていきたい。



【DX取り組み TOPICS紹介１】

✔ コロナ禍で建物などに入るときに、体温を測定するが
顔認識とサーモグラフィを組み合わせて特定の人の体温を測定できるソリューション

✔ 当社が推進している人を活かすためのAIの活用（HCTech）の中で生まれた
サービスの一つ

✔ 今後も人の健康などに貢献できるようなサービスを作っていきたいと思っていて
HCTechを推進していく



【DX取り組み TOPICS紹介２】

✔ ブロックチェーンは各社取り組んでいるものの、なかなか PoC（Proof of Concept
：概念実証） から先に進めないということが多いが、当社は実用化にこぎつけた

✔ ノウハウを蓄積しており、業界でもいいポジションをとれていると自負している

✔ 今後もブロックチェーンの実用化で実績が上がったらお知らせしていきたい



【DX取り組み TOPICS紹介３】

✔ 2019年に長崎市にBPOの事業拠点を開設。それをきっかけに長崎県や長崎市など
地方自治体の方などとつながりができた

✔ もともと地方創生など検討していた中で、このようなチャンスに恵まれたので
推進していきたいと思っている

✔ 4月に雲仙市との協定を結んで、研究拠点も開設





【業績予想の修正】

✔ 本日（2021年8月12日）15時に発表。

✔ 修正前数値と比べて売上高は減少、利益は増加という予想値とした

✔ 予想値の修正に伴い算出した予想ROEは0.8ポイントほど期初の予想より上がっている

内訳は次ページ☞



【売上高予想（期初予想比）】

✔ CRO事業は、CACクロアの売却が済んでいるので第2四半期までの業績と期初に
想定していた通期業績との差分37億円マイナスとした。

✔ 海外IT事業は、インド子会社の業績回復が遅れていて、コロナなどの影響から
構造改革も遅れており、下期も影響が出ることから18億円マイナスとした。

✔ 国内ITは堅調な推移、受注残もあるように受注環境は好調なのでプラス15億円

とした。

→売上高は、トータルで期初予想から40億円のマイナスの470億円とした。

【セグメント利益予想（期初予想比）】

✔ CRO事業は、期初、通期で2.5億円のセグメント利益を見込んでいたが、
特需があり上期で8億円の利益が上がった。その差分5.5億円をプラスとした。

✔ 海外IT事業は、売上同様インド子会社の業績回復が遅れていて、

下期も厳しいと見込み1.5億円減少とした。

✔ 国内ITは堅調な推移、利益も伸びる見込みであることからプラス5億円を見込んだ。

→営業利益はトータルでプラス9億円の35億円とした。

以上






















